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　８月25日に実施された九十九里町議会議員選挙後の初議会となる令和元年第３回定例会を
９月27日に開催し、議長・副議長の選挙を行い、議長に内山菊敏議員、副議長に古川徹議員が
選出されました。
　また、各常任委員会委員、議会運営委員会委員が決まり、各委員会の委員長・副委員長が
選任されたほか、一部事務組合議会議員が選任されました。

所 管
○ 税務課、住民課、健康福祉課および社会
福祉課の所掌に関する事項
○教育委員会の所掌に関する事項

所 管
○ 総務課、企画財政課、産業振興課、まち
づくり課、ガス課および出納室の所掌に
関する事項
○ 選挙管理委員会および監査委員の所掌に
関する事項
○議会事務局の所掌に関する事項
○農業委員会の所掌に関する事項
○他の常任委員会の所管に属しない事項

町民の期待を担う14名  新たな出発
初議会で議会の構成決まる
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九十九里町 議会会議録 検索

東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
議
会
議
員

　

善
塔　

道
代

　

中
村　

義
則

千
葉
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議
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古
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山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
議
会
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員

　

細
田　

一
男
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規
約
第
６
条
第
２
項　

本
文
に
か
か
る

議
員
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鑓
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貴
俊
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規
約
第
６
条
第
２
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だ
し
書
き
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か
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査
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佐
久
間
一
夫
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令
和
元
年
10
月
10
日
選
任
）

※ 

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
会
な
ど
の
委
員
も

議
会
か
ら
推
薦
し
て
い
ま
す
。

議会を傍聴してみませんか？ 「議会会議録」を
町のホームページで公開しています！

　議会改革推進特別委員会

　

議
会
開
催
中
は
、
傍
聴
受
付
で

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
い

た
だ
く
だ
け
で
、
議
会
を
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

町
議
会
で
は
、
よ
り
多
く
の

方
に
町
議
会
の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で「
議
会
会
議
録
」を

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

順
次
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

議
会
の
運
営
や
会
議
規
則
、

委
員
会
条
例
な
ど
に
関
す
る

こ
と
を
協
議
し
ま
す
。
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貴
俊

　

委　
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谷
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優
子

　
　
　
　
　
　

 

佐
久
間
一
夫

　
　
　
　
　
　

 

荒
木
か
す
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古
川　
　

徹

　
　
　
　
　
　

 

小
川　

浩
安

　
（
令
和
元
年
10
月
10
日
設
置
）

　議会運営委員会

　議会選出の一部事務組合議会議員・監査委員
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【収入】 58億3659万円
【支出】 55億5101万円

議会費  9294万円

町税 15億1867万円

繰越金 
3億5273万円

自主財源
21億8762万円

依存財源
36億4897万円

その他
 3億1622万円

地方交付税
19億1915万円

国庫支出金
3億8144万円

県支出金
3億3180万円

町債 6億410万円

その他
4億1248万円

7%

26%

6%

5%

33%
7%

6%

63%

37%

10%
総務費
6億9124万円

民生費
18億6706万円

衛生費  6億2494万円

商工費
1億4479万円

土木費
2億4938万円

消防費
5億1464万円

教育費
3億6916万円

公債費
5億6634万円

諸支出金
1億7214万円

農林水産業費
2億5838万円

平成30年度 決算をチェック
お金の使い道を審査しました

　町長は、監査委員が審査した前年度決算について、議会の審査を受け、認定を受けなければ
なりません。その結果、すべての決算が認定されました。

12%

2%

34%

11%
5%

3%

4%

9%

7%

10%

3%

一般会計の決算状況

各会計の決算状況

用語の説明

収入 支出 繰越事業費 差引残額
一　般　会　計 58 億 3659 万 8 千円 55 億 5101 万 8 千円 2億 3816 万 9 千円 4741 万 1 千円

【
特
別
会
計
】

給食事業会計 1億 4009 万 5 千円 1億 4009 万 5 千円 0 0
国民健康保険会計 24 億 2965 万 4 千円 23 億 7027 万 8 千円 0 5937 万 6 千円
後期高齢者医療会計 1億 9719 万 9 千円 1億 9472 万 8 千円 0 247 万 1 千円
介護保険会計 16 億 3513 万 5 千円 15 億 5069 万 3 千円 0 8444 万 2 千円
病院事業会計 14 億 9685 万 4 千円 14 億 9685 万 4 千円 0 0
農業集落排水事業会計 1億 3449 万 7 千円 1億 3449 万 6 千円 0 1 千円

【企業会計】ガス事業会計
収益的収入及び支出 3億 6133 万 9 千円 3億 5465 万 6 千円 0 668 万 3 千円
資本的収入及び支出 0 4445 万 4 千円 0 4445 万 4 千円

民 生 費 医療や介護、子育てなど福祉にかかる費用です。
衛 生 費 ごみ・し尿処理、予防接種や各種検診などにかかる費用です。
土 木 費 橋りょう、道路などの補修・修繕、つくも学遊館の維持・管理などにかかる費用です。
消 防 費 消防署や消防団の維持・管理、運営費です。
公 債 費 町の借入金の返済金です。

依 存 財 源 国または都道府県の政策などに依存する収入です。
自 主 財 源 町が自らの権限に基づいて自主的に徴収できる財源です。
町 税 町民税、固定資産税、軽自動車税など、皆さんが町に納めている税金です。
地 方 交 付 税 自治体の財政規模や人口に応じて国から交付されるお金です。
国庫・県支出金 保育、医療、農林水産、土木費など使い道の決まった補助金です。
町 債 町の借入金です。
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かたかいこども園

ちびっこ広場

防災行政無線

かたかいこども園増築　 （民生費）
東保育所敷地内に「こども園」を増築しました。
平成31年４月に「かたかいこども園」開園。
　建築工事等費用額：１億9760万円

【財源内訳】
町債 1億 5920万円
国庫支出金 2066万円
ふるさと福祉基金 1760万円
一般財源 14万円

【財源内訳】
県支出金 2908万円
一般財源 923万円

【財源】
一般財源 457万円

【財源】
一般財源 783万円

【財源内訳】
国庫支出金 305万円
町債 260万円
一般財源 164万円

【財源】
一般財源 5007万円

【財源内訳】
国庫支出金 2158万円
町債 1430万円
一般財源 936万円

【財源内訳】
国庫支出金 1398万円
一般財源 1073万円

【財源内訳】
町債 1億 7910万円
一般財源 7万円

【財源内訳】
町債 600万円
一般財源 149万円

農地を守り 活かそう　 （農林水産業費）
農地の持つ環境保全機能や景観維持機能といった、多面
的機能が適切に発揮されるよう、町内各地域の共同活動
などを支援しました。
　多面的機能支払交付金：3831万円

ちびっこ広場　 （商工費）
「海の駅九十九里」臨時駐車場脇に公園を整備しました。
手造り遊具も置いてあります。
　整備工事等費用額：457万円

いい波たってま～す　 （商工費）
作田海岸町営駐車場を拡張しました。
　整備工事費用額：783万円

道路や橋を補修しました　 （土木費）
道路舗装の傷み具合を調査しました。
　点検調査費用額：729万円

道路舗装の補修、修繕を実施しました。
　工事等費用額：5007万円

真亀橋の補修工事をしました。
　工事等費用額：4524万円

町内101の橋を点検しました。
　点検委託費用額：2471万円

安全・安心　 （消防費）
緊急時用の防災行政無線整備工事が３年計画で整備
を完了しました。
　平成30年度整備工事等費用額：１億7917万円

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を改修しました。
　改修委託費用額：749万円

　国民健康保険制度は、平成30年度から「市町村と都
道府県」の共同運営に変わりました。県から示された「標
準保険料率」に基づいて保険税を納付することになって
いますが、県から示される「標準保険料率」は、あくまで「参
考値」であり、市町村に従う義務はないとされています。
そもそも国保税の高騰を招いた要因は「加入世帯の貧
困化・高齢化」そして国の予算の削減です。平均所得も
1990年代前半は270万円を超えていましたが、今では、
138万円まで落ち込んでいます。子どもの均等割や所得
の低い世帯への負担軽減を求めて反対討論とします。

　平成 30年度の決算状況では、依然厳しい財政状況が
続いていますが、「第 4次総合計画後期基本計画」や 地
方創生に掲げるさまざまな事業を展開し、町民が安心し
て暮らせるまちづくりに取り組まれました。新たな「かた
かいこども園」の園舎増築工事が完了し、幼児期に重要
な集団での保育・教育の提供を実施できる環境が整いま
した。また、住民生活に直結した道路や橋りょうの補修、
排水施設整備が実施されました。今後も、住民ニーズを
的確に把握し、限られた財源を効率的・効果的に活用す
ることを要望し、賛成討論とします。

　　　討論 細田 一男議員 　　　討論 谷川 優子議員

このような事業に財源が使われました

賛成賛成 反対反対
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公の施設充実公の施設充実
～明るい未来のために～～明るい未来のために～

9月定例会9月定例会
会期  9月27日～会期  9月27日～

10月10日10月10日

○
場
所　

　

 

小
関
２
３
４
７
番
地
98
地
先　

（
海
の
駅
九
十
九
里
臨
時
駐
車

場
脇
）

           

議
案
第
22
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
『
い
わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー
』の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２

第
６
項
お
よ
び
九
十
九
里
町
公
の

施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

手
続
等
に
関
す
る
条
例
第
６
条
第

　

令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
追
加
議
案
を

含
む
25
件
、
報
告
６
件
、
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
た
発
議
１
件
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、

認
定
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
し
た
主
な
議
案

　

本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

の
中
か
ら
、
町
議
会
が
注
目
し
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
17
号

「
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
７
月
に
、『
ち
び
っ

こ
広
場
』が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
公
の
施
設
と
位
置
付
け
、

適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、
公

の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
名
称　

　

九
十
九
里
町
ち
び
っ
こ
広
場

１
項
）議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
施
設

　

い
わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー

○
指
定
管
理
者

　

 

一
般
社
団
法
人

　

千
葉
県
観
光
公
社

○
指
定
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

《
追
加
議
案
》

◆
町
長
提
出
議
案

議
案
第
23
号

令
和
元
年
度
九
十
九
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

９
月
９
日
未
明
に
千
葉
市
付
近

に
上
陸
し
た
台
風
15
号
に
よ
る
町

の
被
害
に
対
し
て
、
復
旧
に
向
け

た
予
算
、
歳
入
歳
出
３
０
８
８
万

７
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
53

億
６
７
７
９
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

（
歳
出
）　

災
害
復
旧
費
２
３
１
９

万
７
千
円
、
予
備
費
７
６
９
万
円

（
歳
入
）　

基
金
繰
入
金
３
０
８
８

万
７
千
円
を
可
決
し
ま
し
た
。

◆
議
員
提
出
議
案

発
議
第
１
号

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

　

九
十
九
里
町
議
会
の
議
会
改
革

な
ど
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
委
員
７
名

か
ら
な
る
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
の
設
置
期
間

は
、
委
員
会
の
任
務
が
完
了
す
る

ま
で
と
し
、
議
会
閉
会
中
も
活
動

で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

■
特
別
委
員
会
と
は

　

常
に
設
置
さ
れ
て
い
る
常

任
委
員
会
に
対
し
、
必
要
の

あ
る
場
合
や
特
定
の
こ
と
を

審
査
、
調
査
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。
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p8 p11

p10

p12

p9

善塔 道代 議員 ........................

◆災害対策
◆交通弱者対策

荒木かすみ 議員 .....................

◆空き家・空き地の相続
◆ 入国管理に関する新たな外国人材の
受け入れと共生社会に向けての取り
組み
◆子育て支援の状況

　
細田 一男 議員 ........................

◆ 県道飯岡一宮線の作田川架橋の建設
計画
◆県道飯岡一宮線の排水路の整備状況
◆子育て支援や子育て環境の充実
◆福祉の充実
◆ 九十九里浜沖洋上エネルギーの建設
計画
◆防災対策

ここが聞きたいここが聞きたい
九十九里町の九十九里町の

鑓田 貴俊 議員 .......................

◆高齢者に対する町単独施策の課題
◆ふるさと納税制度への取り組み
◆ 県が進める海岸線の津波対策事業に
対する町のスタンス

谷川 優子 議員 .......................

◆交通弱者に対しての基本政策
◆災害対策

○ 本会議で議員が行う町政全般に関する質問で
す。九十九里町のさまざまな課題などについ
て、町の考えを聞き、説明などを求めるもの
です。

○ 質問時間は、議員１人当たり答弁を含めて
60分以内です。

※ 紙面の都合により掲載できなかった質問は、
町のホームページからご覧いただけます。

9月定例会
5人の議員が町政を問う5人の議員が町政を問う QQ&AA

一般
質問

一般質問とは？

九十九里町議会だより№2　令和元年12月1日7



善
ぜんとう

塔 道
みち

代
よ

 議員

家
屋
の
一
部
損
壊
や
農
業
用

ハ
ウ
ス
・
水
産
業
に
も
復
旧

支
援
を
！

ここが聞きたい 一般質問

被
害
が
７
件
、
中
小
企
業
関
係
施
設

で
は
14
件
、
水
産
業
関
係
施
設
で
は

12
件
で
す
。（
９
月
24
日
現
在
）

問 

災
害
対
策
本
部
の
設
置
は
。

答 

【
町
長
】　

９
月
８
日
午
後
６
時
に

大
雨
警
報
・
暴
風
警
報
に
対
応
す
る

た
め
第
１
次
配
備
を
執
り
、
９
月
12

日
午
後
８
時
に
千
葉
県
か
ら
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
る
旨
の
連
絡
を
受

け
た
た
め
、
13
日
か
ら
災
害
対
策
本

部
を
設
置
、
災
害
対
応
に
当
た
り
ま

し
た
。

問 

自
主
防
災
組
織
と
地
区
防
災
計
画

は
。

答 

【
町
長
】　

自
主
防
災
組
織
は
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う「
共
助
」の
精
神
に
基
づ

き
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
連
携
・
協
力

に
よ
る
、
各
地
域
に
お
け
る
災
害
の

予
防
、
被
害
軽
減
な
ど
の
活
動
を
行

う
組
織
で
す
。
地
区
防
災
計
画
は
、

組
織
の
結
成
に
合
わ
せ
、
基
本
的
な

事
項
で
あ
る
防
災
組
織
と
し
て
の
活

動
の
目
的
、
活
動
内
容
を
計
画
と
し

災
害
対
策
は

災
害
対
策
は

問 

台
風
15
号
の
被
害
状
況
は
。

答 

【
町
長
】　

住
宅
被
害
で
は
、
全

壊
・
半
壊
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
根
な

ど
の
一
部
損
壊
は
、
１
２
５
件
。
農

業
関
係
で
は
、
水
稲
、
ネ
ギ
、
ト
マ

ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の
農
作
物
被
害

が
57
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
業
施
設

の
ハ
ウ
ス
被
害
が
１
２
０
件
、
畜
舎

て
定
め
て
お
り
ま
す
。

問 

乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
は
。

答 

【
町
長
】　

製
品
の
賞
味
期
限
な
ど

を
考
慮
し
、
災
害
時
に
供
給
で
き
る

よ
う
備
蓄
お
よ
び
供
給
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問 

災
害
救
助
法
の
適
用
は
あ
る
の
か
。

答 

【
町
長
】　

市
町
村
が
行
う
災
害
救

助
法
活
動
の
う
ち
、
避
難
所
の
設
置

経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
国
と
県
が
負

担
し
ま
す
。

問 

住
宅
被
害
に
対
し
て
の
補
助
金
は
。

答 
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】　

市
町
村
が

補
助
す
る
補
助
金
の
２
分
の
１
が
国

費
補
助
と
な
り
、
残
り
２
分
の
１
が

市
町
村
補
助
と
な
り
、
こ
の
内
８
割

が
、
総
務
省
の
特
別
交
付
税
と
し
て

措
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。
本
町
は
、

実
施
す
る
方
向
で
、
関
係
部
局
と
調

整
し
て
い
ま
す
。

交
通
弱
者
対
策
は

交
通
弱
者
対
策
は

問 

町
民
の
移
動
手
段
は
。

答 

【
町
長
】　

昨
年
度
か
ら
、
作
田
岡

地
域
周
辺
の
公
共
交
通
空
白
地
域
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
路

線
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
見
直
し
に
つ
い

て
、
ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
㈱
に
要
望

書
を
提
出
し
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

本
年
９
月
に
国
か
ら
ル
ー
ト
見
直
し

の
認
可
が
お
り
、
10
月
１
日
か
ら
、

新
ル
ー
ト
で
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
バ
ス
事
業
者
な
ど
の
関
係

機
関
と

連
携
を

密
に
し
、

本
町
の

交
通
弱

者
対
策

に
取
り

組
ん
で

い
き
ま

す
。
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荒
あら

木
き

 かすみ 議員

空
き
家
・
空
き
地
、
相
続
を

含
め
、
き
ち
ん
と
管
理
を
お

願
い
し
た
い
！

整
理
を
行
い
、
所
有
権
移
転
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問 

１
年
間
に
24
件
、
総
数
と
な
れ
ば

相
当
数
に
お
よ
ぶ
と
思
う
が
納
税
通

知
書
数
か
ら
在
宅
家
屋
数
を
引
け
ば

お
お
よ
そ
の
不
在
地
主
数
が
出
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

答 

【
税
務
課
長
】　

納
税
通
知
書
の
内

訳
と
し
て
土
地
の
み
の
方
、
家
屋
の

み
の
方
両
方
所
有
す
る
方
が
い
ま
す
。

税
務
課
に
お
い
て
在
宅
家
屋
数
の
把

握
は
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
納
税

通
知
書
か
ら
不
在
地
主
を
算
出
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。

問 

多
く
の
空
き
家
、
荒
ら
し
た
土
地

は
住
民
に
と
っ
て
心
配
の
種
で
す
。

荒
ら
し
た
ま
ま
で
は
災
害
時
に
も
倒

木
な
ど
で
近
隣
に
迷
惑
が
か
か
っ
て

し
ま
う
。
所
有
者
が
死
亡
さ
れ
た
場

合
、
残
さ
れ
た
人
が
き
ち
ん
と
相
続

し
、
管
理
す
る
よ
う
努
力
義
務
、
慣

例
の
取
り
組
み
は
。

答 

【
税
務
課
長
】　

所
有
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
相
続
人
代
表
者
を
決
め
て

土
地
所
有
の
相
続
問
題

土
地
所
有
の
相
続
問
題

問 
空
き
家
・
空
き
地
が
増
え
る
な
か
、

相
続
人
が
不
明
、
死
亡
な
ど
で
管
理

の
届
か
な
い
土
地
が
放
置
さ
れ
て
い

る
、
そ
の
解
決
方
法
は
な
い
か
。

答 

【
町
長
】　

今
年
度
、
固
定
資
産
税

の
納
税
通
知
書
発
行
件
数
は
１
万
件
、

そ
の
う
ち
24
件
相
続
人
が
不
在
で
す
。

　
　

相
続
放
棄
さ
れ
た
場
合
、
売
却
が

見
込
め
る
不
動
産
に
つ
い
て
は
債
務

い
た
だ
く「
相
続
人

代
表
者
指
定
届
」の

お
願
い
の
際
に
早

め
の
相
続
人
決
定

を
呼
び
か
け
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
態
勢

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
態
勢

問 

海
外
人
材
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ

く
り
が
国
で
始
ま
っ
て
い
る
。
農
業

漁
業
の
後
継
者
不
足
が
見
ら
れ
る
な

か
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い

か
。

答 

【
町
長
】　

町
内
に
お
い
て
、
２
３

１
名
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
制
度

と
し
て
は
実
習
期
間
も
３
年
か
ら
５

年
に
延
長
、
介
護
職
種
を
対
象
と
し

て
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
受
け
入
れ
人

数
枠
も
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
不
当
に

安
い
給
料
で
働
か
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
対
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
生
社
会
に
向
け
て

共
生
社
会
に
向
け
て

問 

今
後
、
外
国
人
が
生
活
者
と
し
て
、

相
談
な
ど
受
け
た
い
と
き
、
ま
た
、

災
害
時
の
対
応
な
ど
の
場
面
で
、
多

言
語
対
応
の
職
員
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答 

【
町
長
】　

現
在
は
監
理
団
体
、
実

習
実
施
企
業
の
中
継
で
対
応
で
き
て

い
ま
す
。

子
ど
も
の
生
活
環
境
を
整
え
る

子
ど
も
の
生
活
環
境
を
整
え
る

た
め
に
で
き
る
こ
と

た
め
に
で
き
る
こ
と

問 

給
食
費
の
違
い
な
ど
、
地
域
に
よ

り
、
教
育
環
境
の
格
差
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
な
か
で
市
町
村
の
財
政
力
と
就

学
援
助
制
度
の
利
用
が
比
例
す
る
と

の
統
計
が
あ
る
が
、

本
町
の
取
り

組
み
は
。

答 

【
教
育
長
】　

要
保
護
・
準
要
保
護

が
必
要
な
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、

入
学
式
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、

学
校
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
、
給
食

費
を
払
え
な
い
な
ど
の
相
談
に
つ
い

て
は
保
護
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
、

き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
対
応
し
ま
す
。
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細
ほそ

田
だ

 一
かず

男
お

 議員

拓
こ
う

九
十
九
里
！

ょ
う
計
画
に
つ
い
て
地
元
と
調
整
が

図
れ
る
よ
う
努
め
て
行
く
と
の
回
答

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

今
後
も
、
引

き
続
き
県
と
連

携
を
図
り
な
が

ら
、
地
元
住
民

の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

福
祉
の
充
実

福
祉
の
充
実

問 
高
齢
者
や
交
通
弱
者
に
対
す
る
地

域
交
通
ア
ク
セ
ス
の
構
築
は
。

答 

【
町
長
】　

町
で
は
、「
公
共
交
通

庁
内
検
討
会
議
」に
お
い
て
、
高
齢

者
な
ど
の
移
動
手
段
確
保
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

に
お
い
て
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
施
し
て
い
る「
高
齢
者
外
出
支

援
事
業
」に
対
し
て
車
両
の
更
新
費

用
を
補
助
す
る
な
ど
の
機
能
強
化
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
ち
ば

フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
㈱
の
運
行
す
る
海
岸

線
に
つ
い
て
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し

県
道
飯
岡
一
宮
線
に
架
か
る

県
道
飯
岡
一
宮
線
に
架
か
る

作
田
川
架
橋
の
建
設
計
画
は

作
田
川
架
橋
の
建
設
計
画
は

問 

県
道
飯
岡
一
宮
線
に
架
か
る
作
田

川
架
橋
の
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
と

取
り
組
み
は
。

答 

【
町
長
】　

令
和
元
年
８
月
16
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
、
知
事
と
市
町
村

長
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
千
葉

県
に
対
し（
仮
称
）新
九
十
九
里
大
橋

の
早
期
着
工
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
知
事
か
ら
は
、
橋
り

が
行
わ
れ
、
10
月
１
日
よ
り
運
行
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
作
田

岡
地
域
周
辺
の
交
通
の
利
便
性
が
向

上
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

防
災
対
策
へ
の
対
応
は

防
災
対
策
へ
の
対
応
は

問 

津
波
や
風
水
害
に
対
す
る
防
潮
堤

な
ど
の
建
設
計
画
は
。

答 

【
町
長
】　

漁
港
区
域
内
の
津
波
対

策
に
つ
い
て
千
葉
県
銚
子
漁
港
事
務

所
に
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
作
田

川
左
岸
側
に
つ
き
ま
し
て
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
被
覆
の
堤
防
が
作
田
川
と
の

接
点
部
分
を
除
い
て
完
了
予
定
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
右
岸
側
片
貝
海
岸

隣
接
部
に
つ
き
ま
し
て
も
、
漁
港
内

と
の
接
点
部
分
を
除
い
て
完
了
予
定

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
漁
港
内
お
よ
び
周
辺
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
意
形
成
を

図
る
べ
く
、
引
き
続
き
地
元
住
民
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
の
こ
と
で

す
。

問 

避
難
道
路
の
整
備
や
確
保
は
。

答 

【
町
長
】　

平
成
27
年
３
月
に
町
津

波
避
難
計
画
を
策
定
し
、
町
内
７
路

線
を「
避
難
道
路
」に
指
定
し
て
お
り

ま
す
。
指
定
に
つ
い
て
は
、
避
難
対

象
地
域
の
外
ま
で
避
難
す
る
た
め
に

適
し
た
道
路
を
基
本
と
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
避
難
道
路
と
し
て
指
定

し
い
る
県
道
25
号
線
お
よ
び
75
号
線

に
つ
い
て
は
、
県
に
そ
の
機
能
維
持

を
図
る
こ
と
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

町
道
５
路
線
に
つ
い
て
も
舗
装
補
修

な
ど
を
実
施
し
、
避
難
道
路
と
し
て

の
機
能
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問 

避
難
タ
ワ
ー
や
築
山
公
園
な
ど
の

構
築
は
。

答 

【
町
長
】　

津
波
警
報
な
ど
が
発
令

さ
れ
た
場
合
、
迅
速
に
内
陸
ま
で
避

難
す
る
こ
と
が
原
則
で
ご
ざ
い
ま
す
。

万
一
、
逃
げ
遅
れ
た
場
合
に
備
え
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
設
置
、
津
波
避

難
ビ
ル
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
の
避
難
タ
ワ
ー
や
築
山
の
構
築
に

つ
き
ま
し
て
は
、
土
地
の
確
保
・
建

設
費
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
検
討
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ここが聞きたい 一般質問
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鑓
やり

田
た

 貴
たか

俊
とし

 議員

高
齢
者
が
よ
り
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
交
通
弱

者
対
策
の
一
層
の
充
実
を
！

援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

問 

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
外
出
支
援

策
と
し
て
、「
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
」の

導
入
に
対
す
る
考
え
は
。

答 

【
町
長
】　

高
齢
者
の
交
通
手
段
確

保
は
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
で

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
今
年
度「
高
齢
者
外
出
支

援
事
業
」に
車
両
の
更
新
費
用
を
補

助
す
る
な
ど
、
機
能
強
化
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
　

引
き
続
き
、「
デ
マ
ン
ド
型
交
通
」

の
取
り
組
み
を
含

め
、
高
齢
者
の
交

通
手
段
確
保
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み

問 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
今
後
一
層

拡
充
す
る
考
え
は
。

答 

【
町
長
】　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

自
主
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
重
要
な

高
齢
者
に
対
す
る
施
策
の
課
題

高
齢
者
に
対
す
る
施
策
の
課
題

問 
高
齢
者
の
生
活
実
態
を
町
と
し
て

把
握
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
。

答 

【
健
康
福
祉
課
長
】　

高
齢
者
が
増

加
す
る
な
か
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
増
加

が
予
想
さ
れ
、
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
方
々
の

傾
向
を
調
査
す
る
な
ど
、
今
後
の
支

取
り
組
み
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

こ
の
た
め
、
町
の
特
色
を
生
か
し

た
返
礼
品
の
よ
り
一
層
の
拡
充
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問 

日
本
郵
政
が
行
う「
み
ま
も
り
訪

問
サ
ー
ビ
ス
」お
よ
び
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る「
家
周
り

の
草
取
り
、
庭
木
剪
定
サ
ー
ビ
ス
」

の
組
み
入
れ
を
検
討
す
る
考
え
は
。

答 

【
町
長
】　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
返
礼
品
と
し
て
の
導
入

に
向
け
、
日
本
郵
政
お
よ
び
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
が
進
め
る
海
岸
線
の
津
波
対

県
が
進
め
る
海
岸
線
の
津
波
対

策
事
業
に
対
す
る
町
の
ス
タ
ン
ス

策
事
業
に
対
す
る
町
の
ス
タ
ン
ス

問 

防
潮
堤
の
擁
壁
化
交
渉
は
、
土
堤

完
成
後
で
は
な
く
、
今
か
ら
手
を
打

た
な
く
て
大
丈
夫
か
。

答 

【
町
長
】　

現
在
千
葉
県
で
は
、「
防

護
高
さ
」の
確
保
を
優
先
し
土
堤
の

工
事
を
進
め
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、

津
波
に
対
し
て
粘
り
強
い
構
造
と
す

る
た
め
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
の

早
期
着
工
を
千
葉
県
山
武
土
木
事
務

所
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

引
き
続
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆

の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
県
へ
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

九
十
九
里
有
料
道
路
下
の
開
口
部

に
囲
み
堤
防
な
ど
を
設
置
す
る
に
あ

た
り
、
概
要
資
料
を
配
布
す
る
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
地
元
住
民

に
避
難
対
応
と
併
せ
た
理
解
が
行
き

渡
る
と
考
え
る
か
。

答 

【
町
長
】　

県
の
津
波
対
策
事
業
に

よ
り
、
６
ｍ
の
津
波
を
想
定
し
た
有

料
道
路
の
嵩
上
げ
が
完
了
し
、
開
口

部
の
囲
み
堤
防
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

一
方
、
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
最
大
の
対
策
は
、
迅
速
に
海
岸
か

ら
離
れ
、
内
陸
へ
避
難
す
る
こ
と
で

す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引

き
続
き
避
難
行
動
の
重
要
性
を
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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谷
たにかわ

川 優
ゆう

子
こ

 議員

住
民
が
安
心
で
き
る

防
災
対
策
を
！

ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
導
入
し

て
い
る
事
例
も
あ
り
、
本
町
の
実
情

を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
交
通
弱
者

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
政
策
は

公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
政
策
は

問 

特
に
公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
交

通
対
策
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
交
通
空
白
地
域
へ
の
交
通
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 
【
町
長
】　

ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
㈱

が
、
10
月
１
日
か
ら
運
行
ル
ー
ト
見

直
し
の
う
え
、
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
作
田
岡
地
域
周
辺
の
交

通
の
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
地
域
公
共
交
通
協
議
会
」の

「
地
域
公
共
交
通
協
議
会
」の

早
期
設
置
を

早
期
設
置
を

問 

「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

の
設
置
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
実
施
し

て
い
る
近
隣
自
治
体
で
は
、「
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」が
設
置

「
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
・

「
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
・

循
環
バ
ス
」へ
の
取
り
組
み
は

循
環
バ
ス
」へ
の
取
り
組
み
は

問 

買
い
物
や
通
院
な
ど
、
お
年
寄
り

の
移
動
手
段
確
保
は
切
実
な
問
題
で

す
。
免
許
返
納
後
の
交
通
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

【
町
長
】　

本
町
で
は
人
口
減
少
な

ど
に
よ
り
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
近
隣
市
町
に
お
い
て
、
デ
マ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
協
議
会
設
置
に

向
け
て
町
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

答 

【
町
長
】　

地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
設
置
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
、
国
や
県
、
有
識
者
な
ど
を
ま

じ
え
、
本
町
の
地
域
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
機

会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

断
水
・
停
電
の
な
か
で
要
介
護

断
水
・
停
電
の
な
か
で
要
介
護

者
の
対
応

者
の
対
応

問 

今
回
の
よ
う
に
断
水
・
停
電
に
よ

り
避
難
生
活
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ

る
状
況
の
な
か
で
、
福
祉
避
難
所
の

開
設
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
連
携

は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

答 

【
町
長
】　

台
風
の
被
害
に
よ
り
家

屋
が
破
損
し
た
方
、
あ
る
い
は
断

水
・
停
電
に
よ
り
ご
自
宅
で
の
生
活

が
困
難
な
要
介
護
者
や
要
支
援
者
の

方
に
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

連
携
を
取
り
応
急
措
置
と
し
て
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
受
け
入
れ
を
お
願
い
し
安
全
を

確
保
い
た
し
ま
し
た
。

自
主
避
難
者
の
対
応

自
主
避
難
者
の
対
応

問 

自
主
避
難
所
は
中
央
公
民
館
に
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
中
央
公
民
館
へ
行

く
の
も
大
変
な
住
民
も
い
ま
す
。
し

か
も
自
分
で
布
団
や
食
料
を
持
ち
込

む
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
な
か
に
は
、
避
難
所
ま
で

タ
ク
シ
ー
で
行
く
住
民
も
い
ま
す
。

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

【
町
長
】　

自
主
避
難
所
は
、
避
難

勧
告
や
避
難
指
示
を
発
令
し
た
際
に

開
設
す
る
指
定
避
難
所
と
は
異
な
り
、

自
宅
に
い
る
こ
と
が
不
安
な
方
な
ど

を
対
象
と
し
て
、
一
時
的
に
開
設
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

自
主
避
難
さ
れ
た
方
に
は
各
自
で
、

食
料
や
必

要
と
な
る

日
用
品
を

用
意
す
る

こ
と
を
お

願
い
し
て

い
ま
す
。

ここが聞きたい 一般質問
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議 員 研 修 報 告

頼
を
確
保
し
関
心
を
高
め
る
情
報
を
発

信
す
る
。」

　

二
、
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

 　
『
研
修
に
参
加
し
た
各
自
治
体
の「
議

会
だ
よ
り
」を
研
究
事
例
と
し
て
取
り

上
げ
、
評
価
す
べ
き
点
・
改
善
点
な
ど

を
診
断
し
た
。』

（
今
回
は「
旭
市
」「
香
取
市
」「
芝
山
町
」

「
一
宮
町
」が
診
断
を
受
け
た
。）

７
月
12
日
㈮

山
武
郡
市
議
会
議
員
研
修
会

　
（
於
：
山
武
市「
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
」）

【
主
催
： 

山
武
郡
市
議
会
議
長
会
】

【
講
演
】

◇
講
師
◇ 

　
麗
澤
大
学
経
済
社
会
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

客
員
研
究
員　

松
野　

豊　

氏

◇
テ
ー
マ
◇

　
「
議
員
か
ら
仕
掛
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

　

〜
流
山
市
議
会
の

取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
〜

７
月
５
日
㈮

市
町
村
議
会
広
報
研
究
会

（
於
：
千
葉
県
自
治
会
館
）

【
主
催
：
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
】

◇
講
師
◇

　

 

社
団
法
人　

埼
玉
県
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

理
事
長　

芳
野　

政
明　

氏

◇
研
修
内
容
◇

　

一
、  

議
会
広
報
が
読
ま
れ
、
役
立
つ

た
め
に
は
ど
う
す
る
か
？

 　
「
住
民
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
信

８
月
１
日
㈭

千
葉
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
（
於
：
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
）

【
主
催
： 

千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
】

【
講
演
】

◇
講
師
◇

　

新
潟
県
立
大
学

　

准
教
授　

田
口　

一
博　

氏

◇
テ
ー
マ
◇

　

一
、「
地
方
議
会
の諸

課
題
に
つ
い
て
」

　
（
主
な
内
容
）

　

○ 

議
会
の
役
割（
現
状
と
期
待
）

　

○  

議
員
の
役
割（
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と
）

　

○  

議
会
は
、
町
村
の
課
題
に
ど
の

よ
う
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
ば
良

い
か
、
な
ど
。

　

二
、「
効
果
的
な
一
般
質
問
に
つ
い
て
」
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審 議 結 果 を 公 開

議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

町長提出議案

議　案
第 1号

令和元年度九十九里町一般会計補正予算（第3
号）
農林水産業費、土木費などを増額、総務費、民生費、
商工費などを減額し、総額53億3690万8千円とす
る

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 2号

令和元年度九十九里町給食事業特別会計補正
予算（第1号）
総務費を増額し、総額1億4303万8千円とする

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 3号

令和元年度九十九里町介護保険特別会計補正
予算（第1号）
総務費、地域支援事業費を増額し、総額15億5012
万9千円とする

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 4号

令和元年度九十九里町病院事業特別会計補正
予算（第1号）
総務費を減額し、総額を6億1272万4千円とする

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 5号

令和元年度九十九里町農業集落排水事業特別
会計補正予算（第1号）
総務費を減額し、1億3859万8千円とする

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 6号

平成30年度九十九里町一般会計歳入歳出決算
の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○

議　案
第 7号

平成30年度九十九里町給食事業特別会計歳入
歳出決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 8号

平成30年度九十九里町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○

議　案
第 9号

平成30年度九十九里町後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○

議　案
第10号

平成30年度九十九里町介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○

議　案
第11号

平成30年度九十九里町病院事業特別会計歳入
歳出決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○

議　案
第12号

平成30年度九十九里町農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第13号

平成30年度九十九里町ガス事業会計利益の処
分及び決算の認定

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第14号

九十九里町印鑑条例の一部改正
住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令の
制定に伴う条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第15号

特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に
関する条例の一部改正
学校薬剤師の報酬額改正に伴う条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
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賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　　※議長（内山 菊敏議員）は採決に加わりません。

令 和 元 年 9 月 定 例 会

議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

町長提出議案

議　案
第16号

職員の給与に関する条例の一部改正
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化
等を図るための関係法律の整備に関する法律の制
定に伴う条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第17号

公の施設の設置及び管理に関する条例の一部
改正
令和元年7月に完成した「ちびっこ広場」を公の施
設と位置付け、適切に維持管理するため条例の一
部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第18号

九十九里町町税条例の一部改正
千葉県県税条例施行規則の改正に伴う条例の一部
改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第19号

九十九里町家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の
一部を改正する省令の施行に伴う条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○

議　案
第20号

九十九里町消防団員の定員、任免、服務等に
関する条例の一部改正
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化
等を図るための関係法律の整備に関する法律の制
定による、地方公務員法の一部改正に伴う条例の
一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第21号

教育委員会教育長の任命につき議会の同意を
求めること
新教育長に藤代賢司氏を任命するもの

原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○

議　案
第22号

指定管理者の指定
「いわしの交流センター」の指定管理者の指定
一般社団法人　千葉県観光公社

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

≪追加議案≫
町長提出議案

議　案
第23号

令和元年度九十九里町一般会計補正予算（第4
号）
災害復旧費、予備費を増額し、53億6779万5千円
とする

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第24号

令和元年度九十九里町農業集落排水事業特別
会計補正予算（第2号）
災害復旧費を増額し、1億5171万8千円とする

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第25号

監査委員の選任につき議会の同意を求めるこ
と
監査委員に佐久間一夫氏を選任するもの

原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － × ○

議員提出議案
発　議
第 1号 議会改革推進特別委員会の設置 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
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7
月

1日
第69回社会を明るくする運動九十九里町推進委員の委嘱および推進委員会
美しい作田川を守る会定期総会／議会広報特別委員会

5日 市町村議会広報研究会（千葉市）／真亀川をきれいにする協議会定期総会
7日 大網白里市海開き式
9日 議会広報特別委員会
10日 九十九里町自衛隊協力会総会
12日 第55回山武郡市議会議員研修会（山武市）
16日 議会広報特別委員会
17日 民生委員推薦会
19日 令和元年第1回千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会（千葉市）
22日 例月出納検査
23日 令和元年第1回東金市外三市町清掃組合議会臨時会および全員協議会（東金市）
25日

山武郡市議会議長会視察研修会（埼玉県秩父市・深谷市・川越市）
26日
29日 九十九里町ガス事業運営委員会
31日 議会広報特別委員会

8
月

1日 千葉県町村議会議員研修会（千葉市）
3日 第30回九十九里町ふるさとまつり
5日 令和元年第1回千葉県後期高齢者医療広域連合議会臨時会（千葉市）
6日 第1回定期監査（企画財政課・住民課）
7日 第1回定期監査（総務課・税務課）
19日 令和元年第2回山武郡市広域行政組合議会定例会（東金市）
20日 九十九里町議会議員選挙告示日
25日 九十九里町議会議員選挙投票日

26日
九十九里町議会議員当選証書付与式
山武郡市広域水道企業団議会8月定例会（東金市）

27日 平成30年度決算審査（企画財政課・税務課）
28日 平成30年度決算審査（総務課・健康福祉課）
29日 平成30年度決算審査（まちづくり課・住民課・社会福祉課）

30日
平成30年度決算審査（教育委員会事務局・産業振興課・農業委員会事務局・現地調査（片貝小学校））
城西国際大学秋季卒業式（東金市）

9
月

3日 九十九里町議会議員選挙初当選議員説明会
7日 九十九里中学校体育祭
8日 救急フェア山武2019（東金市）

14日
九十九里町議会議員任期満了日
片貝小学校・九十九里小学校秋季大運動会

15日
九十九里町新議会議員任期開始日
海岸津波対策（九十九里有料道路下の開口部対策）説明会

18日 城西国際大学秋季入学式（東金市）
19日 九十九里町議会懇談会

20日
例月出納検査
つくも学遊館運営協議会および都市公園施設運営協議会

27日 9月定例会（初日）／議会全員協議会
30日 9月定例会（2日目）

編 集 後 記

9/27　町初議会

8/3　町ふるさとまつり

議会活動日誌議会活動日誌 2019年7月～9月
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　選挙後議会だより編集委員会のメンバーも代わり、新人議員が
加わりました。議会をより身近に感じていただけるよう、紙面づ
くりに努力してまいります。
　今回の表紙は、九十九里町の自然が大好きという写友会・渡部
英二氏に海をテーマに写真の提供をいただきました。ご協力に感
謝を申し上げます。 （委員長　荒木かすみ）

　12月定例会は12月３日（火）
開催予定です。
　詳しくは町のホームページを
ご覧ください。

●議会だより編集委員会委員
委員長　　荒木かすみ　　副委員長　　西 村 み ほ
委　員　　谷 川 優 子　　細 田 一 男　　善 塔 道 代
　　　　　鑓 田 貴 俊　　原 田 教 光　　小 川 浩 安

12月定例会の
お知らせ
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